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熊
本
藩
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
八
代
藩
主
細
川
重
賢
(
-
七
二

0
_
―
七
八
五
）
は
、
ま
た
文
事
に
も
多
大
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
本
草
、

仕
舞
、
漢
詩
な
ど
に
関
し
尋
常
で
な
い
打
ち
込
み
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
残
存
す
る
資
料
か
ら
わ
か
る
。
そ
し
て
俳
諧
も
同
様
で
あ
っ
た
。
細
川

重
賢
の
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
白
石
悌
三
「
細
川
重
賢
と
江
戸
座
点
取
俳
諧
」
が
総
括
的
に
概
観
を
行
な
っ
て
お
り
（
福
岡
大
学
「
日

本
語
日
本
文
学
」
創
刊
号
、
三
号
、
一
九
九
一
年
、
一
九
九
三
年
）
、
重
賢
の
残
存
作
品
も
翻
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
出
水
叢
書
12
『
俳
諧
集
』
、

汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）
。
他
の
大
名
の
俳
諧
活
動
に
く
ら
べ
、
研
究
の
条
件
は
進
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
重
賢
の
書
簡
中
に

出
て
く
る
俳
諧
関
係
記
事
を
抜
粋
し
、
具
体
的
な
場
、
具
体
的
な
人
間
関
係
の
中
に
そ
の
活
動
を
お
く
こ
と
で
大
名
俳
諧
の
一
端
を
伺
っ
て
み
よ

う
と
思
う
。

永
青
文
庫
蔵
『
重
賢
公
御
代
御
代
筆
相
』
（
二
冊
、
薄
茶
色
表
紙
、
大
本
）
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
か
ら
天
明
四
年
(
-
七
八
四
）
ま

で
の
間
の
約
六
百
通
（
あ
て
先
人
数
六
十
七
名
）
の
重
賢
の
書
簡
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
収
録
す
る
。
表
題
通
り
右
筆
に
よ
る
控
え
で
あ
り
、
さ
ら
に

そ
の
控
え
を
後
に
ま
と
め
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
二
重
の
意
味
で
間
接
資
料
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
主
君
と
右
筆
の
緊
張
関
係
が

一
字
一
句
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
編
集
態
度
に
も
貫
か
れ
て
お
り
、
全
面
的
に
依
拠
し
て
よ
い
資
料
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
御
代
筆
拍
』
は
基
本
的

は
じ
め
に
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に
、
ま
ず
年
月
日
、
あ
て
名
、

差
出
名
、
右
箪
の
名
前
、
そ
し
て
内
容
、
と
い
う
順
で
記
さ
れ
る
。
内
容
は
、

寒
中
暑
中
の
見
舞
、
物
の
贈
答
、

謡
本
の
貸
借
、
本
草
関
係
や
鷹
狩
の
情
報
交
換
、
乗
馬
・
仕
舞
・
鞠
・
茶
会
・
俳
諧
の
案
内
な
ど
で
あ
る
。
約
六
百
通
の
う
ち
、

三
分
の
一
近
く

に
あ
た
る
百
九
十
通
が
、
松
平
相
模
守
あ
て
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
多
い
の
が
、
松
平
筑
前
守
あ
て
の
四
十
三
通
で
あ
る
か
ら
、
松
平
相
模
守
あ

て
の
も
の
が
群
を
抜
い
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
松
平
相
模
守
重
寛
は
鳥
取
藩
主
で
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
生
。
翌
四
年
に
二
歳
で
藩
主
と

な
っ
た
（
重
賢
が
藩
主
に
な
っ
た
の
も
同
年
。
二
十
八
歳
）
。
天
明
三
年
、
重
賢
に
先
立
つ
こ
と
二
年
、
三
十
八
歳
で
没
し
た
。
重
寛
の
母
桂
香

院
は
、
重
寛
の
後
見
と
し
て
絶
大
な
権
勢
を
ふ
る
っ
た
女
性
だ
が
、
紀
伊
大
納
言
宗
直
の
娘
で
、
細
川
重
賢
の
兄
宗
孝
（
七
代
藩
主
）
の
妻
（
静

証
院
）
の
妹
で
あ
っ
た
。
細
川
宗
孝
は
江
戸
城
内
で
板
倉
修
理
に
他
人
と
見
間
違
え
ら
れ
て
斬
り
付
け
ら
れ
、
不
慮
の
死
を
と
げ
た
。
宗
孝
の
養

子
と
な
っ
て
い
た
重
賢
が
後
を
継
い
だ
の
だ
が
、
重
賢
の
養
母
（
実
際
は
兄
嫁
で
重
賢
と
同
年
齢
）

静
証
院
へ
の
い
た
わ
り
は
た
い
へ
ん
深
か
っ

た
。
重
賢
に
と
っ
て
は
、
静
証
院
と
の
関
係
か
ら
、
桂
香
院
も
重
寛
も
一
族
な
の
で
あ
る
。
桂
香
院
五
十
賀

（
安
永
四
年
）
の
時
の
重
賢
の
句

「
露
霜
の
寒
さ
は
知
ら
す
千
代
の
松
」
が
残
る
。
重
寛
の
俳
号
は
玉
馬
。
柳
沢
信
鴻
の
『
宴
遊
日
記
』
に
も
散
出
す
る
。
重
賢
は
書
簡
の
あ
て
名

を
「
玉
馬
様
」
、
差
出
名
を
「
華
裡
雨
」
と
記
す
こ
と
が
多
く
、
親
好
の
意
識
を
隠
さ
な
い
（
こ
の
『
御
代
筆
相
』
に
は
、
重
賢
が
右
筆
に
指
示

し
た
書
簡
の
書
き
方
の
注
記
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
あ
て
名
、
差
出
名
の
書
き
方
に
も
相
当
に
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
）
。
俳
号
を
あ
て
名
に
し
た
例
は
、
他
に
「
三
花
」
（
青
木
甲
斐
守
一
貫
）
が
あ
る
。
ま
た
別
に
、
永
青
文
庫
に
は
、

妻
の
由
婦
姫
に
対
し
て

「蘭
船
」
、
差
出
名
を
「
花
裡
雨
」
と
記
し
た
書
簡
も
残

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
蘭
船
」
は
重
賢
俳
諧
に
一
座
し
た
こ
と
が
あ
る
（
宝
暦
元
年

十
二
月
十
六
日
、
宝
暦
二
年
正
月
十
二
日
。
後
述
）
。
重
賢
が
由
婦
姫
（
久
我
右
大
臣
通
兄
の
娘
）
と
結
婚
し
た
の
は
寛
延
三
年
（
一
七
五

0
)

二
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
。
重
賢
三
十

一
歳
、
由
婦
姫
二
十
一
歳
。

以
下
、
『
御
代
筆
相
』
の
中
の
俳
諧
関
係
記
事
を
内
容
に
従
っ
て
い
く
つ
か
に
分
け
、
他
の
資
料
を
併
せ
記
す
。
他
の
資
料
と
は
、
『
細
川
重

賢
公
懐
中
日
記
』
（
以
下
『
日
記
』
）
『
重
賢
公
御
側
日
記
』
（
以
下
『
御
側
日
記
』
）
、
鳥
取
藩
の
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
『
御
在
国
御
在
府
日

記
』
等
で
あ
る
。

『
日
記
』
『
御
側
日
記
』
は
出
水
叢
書
9
.
1
0
『
重
賢
公
日
記
』
（
汲
古
書
院
刊
）
、
鳥
取
藩
資
料
は
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
本
に

よ
る
。
な
お
右
筆
名
は
省
き
、
差
出
人
名
も
特
別
の
場
合
を
除
き
省
略
す
る
。
句
読
点
は
引
用
者
。
手
紙
の
一
部
の
抜
粋
が
殆
ど
だ
が
、
前
後
を
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1
、
明
和
八
年
十
一
月
十
六
日
相
模
守
様
松
平

且
又
廿
四
日
貴
亭
江
之
儀
、
夕
飯
後
参
上
候
様
被
仰
下
添
弥
其
時
分
よ
り
伺
公
可
仕
候
。
此
問
之
通
俳
諧
宜
有
御
座
候
。
存
義
被
召
呼
候
骰
ハ

存
寄
無
御
座
候
。
御
勝
手
次
第
可
被
成
候
。

0

明
和
八
年
は
、
重
寛
二
十
六
歳
、
重
賢
五
十
二
歳
、
存
義
六
十
九
歳
で
あ
る
。
十
一
月
二
十
四
日
の
『
日
記
』
に
「
八
代
洲
河
岸
」
。
八
代
洲

河
岸
は
鳥
取
藩
上
屋
敷
の
あ
っ
た
所
で
、
熊
本
藩
邸
の
あ
っ
た
竜
ノ
ロ
か
ら
程
近
い
。
同
日
の
『
御
在
国
御
在
府
日
記
』
に
は
、
「
左
之
御
方
様
、

御
出
懸
り
之
体
二
而
追
々
被
成
御
出
、
於
御
居
問
御
餐
応
。
出
御
庭
御
蹴
鞠
有
之
。
御
相
手
も
被
召
呼
、
御
城
坊
主
三
人
罷
越
。
越
前
守
様
、
越

中
守
様
、
播
磨
守
様
、
御
広
敷
江
も
御
通
り
、
緩
々
被
成
御
座
、
夜
九
時
過
迄
二
追
々
被
成
御
帰
」
と
記
さ
れ
る
。
「
左
之
御
方
様
」
は
、
重
賢

の
外
、
松
平
越
前
守
（
福
井
藩
主
松
平
重
富
で
、
徳
川
宗
戸
の
三
男
。
こ
の
年
二
十
四
歳
。
俳
号
錦
車
）
、
松
平
播
磨
守
（
常
陸
府
中
の
松
平
頼

済
）
、
有
馬
上
総
介
（
久
留
米
の
頼
貴
。
頼
撞
の
子
）
、
毛
利
大
和
守
（
就
馴
）
、
柳
生
但
馬
守
（
俊
則
、
俳
号
李
井
）
、
松
平
靭
負
（
旗
本
）
、
戸

田
五
介
（
旗
本
、
贈
匠
頭
）
。
存
義
の
名
は
な
い
。
あ
る
い
は
存
義
は
来
な
か
っ
た
の
か
。
「
御
出
懸
り
之
体
」
と
は
「
供
揃
」
と
対
に
な
る
言

葉
で
、
私
的
で
非
公
式
の
外
出
を
意
味
す
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
安
永
六
年
五
月
九
日
、
鳥
取
藩
邸
へ
細
川
越
中
守
（
重
賢
）
、
酒
井
雅
楽
頭
、

堀
田
相
模
守
、
伊
達
和
泉
守
が
「
御
出
懸
之
体
」
で
や
っ
て
来
て
俳
諧
を
行
な
っ
た
（
同
日
の
『
日
記
』
に
「
八
代
洲
河
岸
へ
十
評
」
と
あ
る
）
。

そ
の
時
の
送
迎
の
仕
方
に
つ
い
て
『
御
在
国
御
在
府
日
記
』
は
、
「
右
之
御
方
様
御
出
懸
り
二
付
、
御
出
之
節
御
家
老
共
初
何
れ
も
不
罷
出
。
雅

楽
頭
殿
御
帰
之
節
、
罷
出
候
之
事
。
相
模
守
殿
者
諸
大
夫
二
付
不
罷
出
候
得
共
、
引
続
御
帰
二
付
其
儘
平
右
衛
門
俵
も
罷
在
候
事
。
都
而
御
家
老

共
、
右
等
之
節
罷
出
候
儀
者
、
四
品
以
上
之
御
方
江
ハ
罷
出
候
事
」
と
記
す
。
ま
た
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
安
永
四
年
十
月
十
八
日
の
条
「
今

興

行

省
略
し
た
旨
の
表
記
は
せ
ず
、
部
分
を
そ
の
僅
引
用
す
る
。

は
通
し
番
号
を
付
し
た
。

「
合
」
は
「
よ
り
」
に
改
め
、
漢
字
表
記
も
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。
引
用
書
簡
に
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日
細
川
越
中
守
様
差
掛
り
御
出
被
成
候
付
」
の
「
差
掛
り
」
も
同
じ
意
味
だ
ろ
う
。

2
、
明
和
九
年
二
月
一
日
玉
馬
公

昨
日
者
得
寛
話
大
慶
仕
候
。
其
節
御
噂
仕
候
先
月
廿
日
御
出
之
節
之
百
韻
之
儀
、
被
仰
下
則
附
御
使
申
候
。
…
…
再
白
、
来
ル
十
日
之
義
、
弥

八
半
比
よ
り
御
出
可
被
下
候
。
越
州
者
茶
事
故
、
九
比
よ
り
参
被
申
二
而
可
有
御
座
候
。
専
左
衛
門
参
候
様
被
仰
付
可
被
下
候
。
夕
方
者
俳
諧
も

相
催
可
申
候
。
必
御
出
奉
待
候
。
以
上
。

0

正
月
二
十
日
に
熊
本
藩
邸
へ
玉
馬
が
来
て
俳
諧
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
「
十
二
評
」
（
『
日
記
』
）
、
「
八
半
時
之
御
供
揃
二
而
、
細
川
越
中
守
様

江
為
御
振
廻
御
出
被
遊
候
（
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
）
「
夜
五
時
過
御
帰
被
成
候
事
」
（
『
御
在
国
御
在
府
日
記
』
）
の
記
事
で
わ
か
る
。
「
噂
」
に

な
っ
た
の
は
「
百
韻
」
の
出
点
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
再
白
」
以
下
は
、
二
月
十
日
の
振
舞
の
件
で
あ
る
（
次
項
）
。

3
、
明
和
九
年
二
月
十
日
越
前
守
様
松
平

拝
見
、
愈
御
平
安
奉
珍
重
候
。
今
日
者
愈
御
出
被
下
候
由
恭
奉
待
候
。
茶
事
客
付
之
義
、
被
仰
下
御
端
書
之
趣
共
承
知
仕
候
。
則
書
付
入
御
覧

申
候
。
此
外
二
者
松
平
相
州
被
参
筈
御
事
候
。
…
…

茶
事

断

戸
田
五
介

有

馬

一

学

江

河
野
仙
寿
院
申
遣
候

断

吉

田

栄

元

0

二
月
十
日
の
件
に
つ
い
て
、
二
月
八
日
に
は
松
平
越
前
守
に
「
明
後
十
日
弥
御
出
可
被
下
由
添
奉
存
候
」
と
念
を
押
し
、
玉
馬
に
は
、
松
平
靭

負
も
同
道
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
当
日
は
連
が
多
い
の
で
残
念
な
が
ら
お
断
り
す
る
と
手
紙
を
出
し
、
二
月
九
日
に
は
、
同
じ
く
玉
馬
へ
、
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4
、
安
永
二
年
五
月
六
日
玉
馬
君

然
者
来
ル
十
日
参
上
之
儀
、
尚
又
被
仰
下
添
奉
存
候
。
昼
過
よ
り
伺
公
可
仕

候。0

五
月
十
日
「
八
代
洲
河
岸
十
三
評
」
（
『
日
記
』
）
。
『
御
在
国
御
在
府
日
記
』

は
、
「
左
之
御
方
様
（
細
川
越
中
守
、
柳
生
但
馬
守
）
御
出
懸
之
体
二
而
、
八

時
比
よ
り
御
出
。
上
使
之
間
二
御
座
付
、
御
休
足
之
間
江
御
通
り
、
夫
よ
り
於

御
居
間
二
汁
五
菜
之
御
料
理
出
、
相
済
、
越
中
守
様
江
者
御
前
御
同
道
二
而
、

御
広
敷
江
被
為
入
、
御
吸
物
御
酒
被
召
上
。
又
御
居
問
二
御
帰
、
一
汁
五
菜
之

御
夜
食
出
、
緩
々
御
滞
座
。
夜
四
半
時
被
成
御
帰
候
事
」
。
玉
馬
の
妻
は
田
安

宗
武
の
娘
。
俳
諧
が
行
わ
れ
た
の
は
い
つ
ど
こ
で
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
緩
々

御
滞
座
」
し
た
二
度
め
の
「
御
居
間
」
で
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
熊
本
藩
の
江
戸

＞南

表
海

御
次

鞠
場

明
日
は
八
ツ
半
頃
よ
り
来
て
ほ
し
い
こ
と
、
越
州
も
河
野
仙
寿
院
も
来
る
こ
と
、
そ
の
他
は
分
か
ら
な
い
こ
と
、
専
左
衛
門
に
は
八
ツ
半
過
に
来

て
く
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
『
日
記
』
は
「
茶
客
鞠
七
評
」
。
『
御
在
国
御
在
府
日
記
』
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
は
正

月
二
十
日
と
ほ
ぼ
同
じ
記
し
方
。
二
月
十
日
は
、
昼
の
十
二
時
頃
に
松
平
越
前
守
、
有
馬
一
学
（
旗
本
、
鉄
砲
頭
）
、
河
野
仙
寿
院
（
奥
医
師
）

ら
が
来
て
茶
事
、
三
時
頃
玉
馬
ら
が
来
て
鞠
、
夕
方
か
ら
俳
諧
、
夜
の
八
時
頃
散
会
、
と
い
う
催
し
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
専
左
衛
門
は
鞠
の
要
員

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
玉
馬
の
側
に
小
林
専
左
衛
門
と
い
う
人
が
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
人
か
。
こ
の
日
の
記
事
で
、
大
名
俳
諧
が
茶
事
や
鞠

と
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
よ
り
前
、
明
和
八
年
八
月
五
日
の
松
平
相
模
守
あ
て
の
手
紙
で
は
、
八
月
十
日
に
来
て
も
ら
う

こ
と
の
喜
び
を
述
べ
た
あ
と
、
「
其
節
鞠
計
二
仕
、
俳
諧
者
相
催
不
申
候
問
、

柳
生
へ
者
不
申
遣
候
」
と
言
っ
て
い
る
。
「
柳
生
」
は
前
述
の
通
り
「
李
井
」
。
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で
の
文
事
の
中
心
場
所
は
、
竜
ノ
ロ
邸
に
あ
っ
た
表
海
楼
と
鸞
嘘
閣
で
、
『
後
鑑
雑
記
』
（
永
青
文
庫
蔵
）
と
い
う
、
こ
れ
も
右
筆
が
編
集
し
た

と
思
わ
れ
る
書
物
に
よ
れ
ば
、
表
海
楼
は
「
本
御
居
間
」
、
鸞
鴫
閣
は
「
常
ノ
御
居
間
」
で
あ
っ
た
。
藩
邸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
配
置
は
図

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
『
銀
台
遣
事
』
に
は
、
「
常
の
御
座
よ
り
表
海
の
御
座
敷
へ
参
り
給
ふ
あ
は
ひ
に
、
少
し
の
庭
あ
り
て
、
沓
を
は
き
給

ふ
所
あ
り
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
本
御
居
間
」
「
常
ノ
御
居
間
」
の
差
を
意
識
し
て
細
川
重
賢
俳
諧
資
料
を
み
て
み
る
と
、

貴
顕
の
人
々
が
一
座
す
る
場
合
は
表
海
楼
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
驚
嘘
閣
と
い
う
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
人
物
で
は
李
井

（
柳
生
但
馬
守
）
、
時
期
で
は
天
明
期
に
僅
か
の
例
外
は
あ
る
が
）
。
と
に
か
く
鳥
取
藩
邸
の
「
居
問
」
も
似
た
よ
う
な
用
途
を
も
っ
た
部
屋
で
あ
っ

た
と
想
定
す
る
。
五
月
十
日
の
翌
日
、
重
賢
は
「
松
平
相
模
守
様
」
あ
て
に
「
昨
日
者
伺
公
仕
、
得
寛
話
、
殊
種
々
御
饗
応
添
奉
存
候
」
と
、
礼

状
を
出
し
て
い
る
。

5
、
安
永
二
年
八
月
八
日
玉
馬
様

然
者
来
ル
十
一
日
之
義
、
昼
比
よ
り
参
上
候
様
被
仰
下
添
承
知
仕
候
。
且
又
餅
字
岱
雨
波
京
い
つ
れ
も
思
召
次
第
可
被
召
寄
由
、
委
曲
御
紙
表

之
趣
、
被
入
御
念
候
御
事
御
座
候
。

〇
餅
字
は
、
お
城
坊
主
（
こ
の
時
期
、
表
坊
主
組
頭
）
小
坂
長
春
の
俳
号
。
岱
雨
、
不
明
。
波
京
は
能
役
者
喜
多
七
大
夫
の
俳
号
。
長
春
、
七
大

夫
は
、
熊
本
藩
邸
へ
も
よ
く
出
入
り
し
て
い
た
人
た
ち
で
あ
る
。
重
賢
は
八
月
四
日
に
も
「
十
一
日
差
支
も
無
御
座
候
間
、
伺
公
可
仕
候
」
と
書

き
送
っ
て
い
る
。
八
月
十
一
日
「
八
代
洲
河
岸
へ
」
（
『
日
記
』
）
、
「
九
半
時
之
御
供
揃
二
て
八
代
洲
河
岸
へ
御
出
、
御
滞
座
」
（
『
御
側
日
記
』
）
。

『
御
在
国
御
在
府
日
記
』
は
、
「
左
之
御
方
様
（
細
川
越
中
守
、
柳
生
但
馬
守
）
今
日
御
出
懸
り
之
立
二
而
、
昼
時
頃
よ
り
御
出
被
成
候
付
、
御

饗
応
有
之
。
相
済
、
夜
四
時
頃
よ
り
御
門
玄
関
追
々
御
帰
被
成
。
右
二
付
御
城
坊
主
も
被
召
呼
候
事
」
。
こ
こ
で
わ
か
ら
な
い
の
は
、
熊
本
側
は

「
御
供
揃
」
、
鳥
取
側
は
「
御
出
懸
り
」
と
言
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
間
違
い
が
な
い
と
す
れ
ば
、
出
か
け
る
際
に
は
供
揃
え
を
し
、

す
ぐ
に
（
あ
る
い
は
途
中
で
）
解
く
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
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6
、
安
永
二
年
八
月
二
十
三
日
玉
馬
様

昨
日
者
御
出
被
下
添
緩
々
得
貴
慮
大
炭
仕
候
。
乍
去
無
風
情
御
残
多
奉
存
候
。

0

八
月
二
十
二
日
が
俳
諧
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
八
代
洲
河
岸
ヨ
リ
八
評
」
（
『
日
記
』
）
、
「
松
平
相
州
様
・
堀
田
相
州
様
•
松
平
内
膳
正
様
・

織
田
丹
後
守
様
御
出
、
御
俳
諧
、
長
春
・
永
庵
・
意
泉
・
七
太
夫
参
上
」
（
『
御
側
日
記
』
）
で
わ
か
る
。
堀
田
相
模
守
は
佐
倉
藩
主
堀
田
正
順
。

も
と

や
す

松
平
内
膳
正
は
今
治
藩
主
松
平
定
奉
（
定
休
と
も
）
。
柳
沢
信
鴻
の
『
松
鶴
日
記
』
天
明
六
年
正
月
二
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
俳
名
甘
棠
。
織
田

よ
し

丹
後
守
は
大
和
芝
村
藩
主
の
輔
宜
で
あ
ろ
う
。
永
庵
、
意
泉
は
そ
れ
ぞ
れ
石
井
永
庵
（
俳
号
、
田
旦
）
、
近
藤
意
泉
（
俳
号
、
百
樹
）
で
、
お
城

坊
主
（
表
坊
主
）
。
喜
多
七
大
夫
は
俳
諧
だ
け
で
な
く
、
本
職
の
謡
や
仕
舞
の
稽
古
を
つ
け
る
た
め
に
も
よ
く
来
て
い
た
。
喜
多
流
九
世
大
夫
の

七
大
夫
古
能
で
あ
る
。
『
後
鑑
雑
記
』
に
よ
れ
ば
、
細
川
重
賢
は
、
宝
暦
十
一
年
十
二
月
、
喜
多
十
大
夫
・
七
大
夫
か
ら
、
「
七
曲
舞
謡
不
残
」

伝
授
を
受
け
て
い
る
。
十
大
夫
は
喜
多
流
八
世
太
夫
親
能
で
、
七
大
夫
古
能
の
養
父
で
あ
る
。

7
、
安
永
二
年
十
月
二
日
玉
馬
様

然
者
其
節
御
噂
之
傲
、
来
ル
七
日
八
日
御
障
無
御
座
由
被
仰
下
添
承
知
仕
候
。
七
日
伺
公
可
仕
候
。

0

十
月
六
日
に
は
「
然
者
明
日
昼
比
よ
り
弥
伺
公
可
仕
由
恭
奉
存
候
」
と
確
言
し
て
い
る
。
十
月
七
日
「
八
代
洲
河
岸
へ
」
（
『
日
記
』
）
、
「
四
時

御
供
揃
竜
ノ
ロ
邸
へ
被
為
入
、
直
二
八
代
洲
河
岸
へ
被
為
入
、
御
出
懸
御
乗
馬
、
御
帰
殿
九
時
」
（
『
御
側
日
記
』
）
。
「
竜
ノ
ロ
邸
へ
被
為
入
」
と

い
う
の
は
、
熊
本
藩
上
屋
敷
の
あ
っ
た
竜
ノ
ロ
邸
が
安
永
元
年
二
月
二
十
九
日
火
災
で
焼
け
、
再
築
さ
れ
て
こ
の
年
安
永
二
年
十
一
月
十
一
日
に

引
越
す
ま
で
、
重
賢
は
白
銀
の
邸
に
住
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
十
月
七
日
に
俳
諧
が
あ
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
十
月
十
六
日

付
け
の
玉
馬
あ
て
の
手
紙
で
、
重
賢
は
「
此
間
之
出
点
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
か
ら
（
書
簡
1
9
番
）
、
お
そ
ら
く
こ
の
日
俳
諧
は
行
わ
れ
た

で
あ
ろ
う
。

8
、
安
永
三
年
正
月
二
十
五
日

玉
馬
様

94 



11
、
安
永
四
年
十
月
二
十
二
日
玉
馬
様

八
日
故
障
無
御
坐
候
間
、
御
出
被
下
候
様
支
度
候
。
其
節
孔
阜
吐
雲
江
も
可
申
遣
候
。
李
井
も
今
日
者
参
不
申
候
。
百
樹
者
参
申
候
。

0

正
月
二
十
五
日
「
七
評
則
評
五
評
」
（
『
日
記
』
）
。
百
樹
は
前
述
の
通
り
近
藤
意
泉
。
孔
阜
は
明
石
藩
の
松
平
若
狭
守
直
泰
。
吐
雲
、
不
明
。

二
月
八
日
の
件
に
つ
い
て
、
二
月
一
日
玉
馬
あ
て
で
「
孔
阜
江
者
此
間
掛
合
置
候
。
吐
雲
江
者
明
日
従
是
可
申
遣
候
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
『
日

記
』
で
は
「
相
州
七
評
」
を
消
し
て
い
る
か
ら
、
成
立
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

9
、
安
永
三
年
二
月
十
八
日
玉
馬
様

拝
見
、
昨
日
者
無
御
障
御
出
被
下
添
緩
々
得
貴
慮
大
慶
仕
候
。
乍
去
風
情
も
無
之
御
残
多
奉
存
候
。

0

二
月
十
七
日
「
八
代
洲
河
岸
ョ
リ
六
評
」
（
『
日
記
』
）
、
「
八
時
御
供
揃
二
而
細
川
越
中
守
様
江
被
成
御
出
、
夜
五
時
被
成
御
帰
候
事
」
（
『
御

在
国
御
在
府
日
記
』
）
。

10
、
安
永
三
年
四
月
五
日
玉
馬
様

一
昨
日
ハ
参
上
、
緩
々
拝
顔
大
慶
仕
候
。
段
々
御
饗
応
添
奉
存
候
。

0

四
月
三
日
「
八
代
洲
河
岸
へ
十
評
」
（
『
日
記
』
）
。
「
左
之
御
方
様
（
細
川
越
中
守
、
木
下
左
衛
門
佐
、
伊
達
和
泉
守
、
青
木
甲
斐
守
）
御
出

懸
り
二
被
成
御
出
、
御
居
間
二
汁
五
菜
之
御
料
理
出
、
緩
々
御
滞
座
。
夜
入
被
成
御
帰
候
事
」
（
『
御
在
国
御
在
府
日
記
』
）
。
木
下
左
衛
門
佐
は
日

出
侯
木
下
俊
泰
（
重
賢
と
漢
詩
の
応
酬
が
多
か
っ
た
人
）
の
子
俊
胤
。
伊
達
和
泉
守
は
伊
予
吉
田
藩
主
村
賢
。
「
四
月
三
日
松
平
相
模
守
様
に

て
／
題
郭
公
故
郷
は
き
の
ふ
初
音
か
郭
公
／
題
麦
秋
麦
刈
て
二
度
の
詠
や
青
海
波
／
題
初
鰹
一
日
も
早
き
を
か
ち
の
か
つ
ほ
哉
／
水
鶏

明
け
ま
て
は
水
鶏
の
た
A
く
扉
哉
」
（
『
重
賢
公
狂
歌
・
俳
諧
書
留
』
）
。
集
ま
り
で
は
、
連
句
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
発
句
も
作
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
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拝
読
、
廿
五
日
御
出
之
義
、
昨
夜
得
貴
意
候
付
而
御
椿
上
之
趣
被
入
御
念
御
事
奉
存
候
。
右
之
節
、
三
花
相
招
候
様
被
仰
下
承
知
仕
候
。

0

十
月
二
十
五
日
「
九
時
之
御
供
揃
二
而
細
川
越
中
守
様
江
御
出
被
遊
候
」
（
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
）
。
こ
の
時
の
表
海
楼
で
の
百
韻
が
残
っ
て

い
る
（
書
簡
26
番
）
。
但
し
三
花
は
一
座
し
て
い
な
い
。

12
、
安
永
四
年
十
二
月
十
一
日
玉
馬
様

一
昨
日
ハ
参
上
之
処
、
種
々
御
馳
走
不
浅
添
存
候
。

0

十
二
月
九
日
「
八
代
洲
河
岸
へ
」
（
『
日
記
』
）
。
『
御
在
国
御
在
府
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
他
に
木
下
左
衛
門
佐
、
久
留
島
信
濃
守
が
「
御
出
懸
二

立
候
而
」
や
っ
て
来
た
。
召
し
呼
ば
れ
た
の
は
、
小
坂
長
春
、
星
野
道
喜
、
石
井
永
庵
、
伊
藤
道
寿
、
土
田
友
把
、
石
井
立
徳
と
い
う
お
城
坊
主

（
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
）
。
こ
れ
も
こ
の
記
事
だ
け
か
ら
は
俳
諧
の
た
め
の
集
ま
り
と
は
言
え
な
い
が
、
十
七
日
、
二
十
日
の
出
点
に
関
す
る

手
紙
（
書
簡
27
番
）
が
こ
の
日
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
推
定
す
る
。

13
、
安
永
六
年
五
月
二
十
日
玉
馬
様

拝
読
、
如
命
一
昨
日
者
御
出
被
下
添
、
何
之
風
情
も
無
御
座
候
処
、
緩
々
御
滞
座
大
慶
仕
候
。

0

五
月
十
八
日
「
相
州
十
評
」
（
『
日
記
』
）
、
「
今
四
半
時
之
御
供
揃
二
而
、
為
御
振
舞
、
細
川
越
中
守
様
江
被
為
入
候
」
（
『
江
戸
御
留
守
居
日

記
』
）
。
こ
の
時
の
表
海
楼
で
の
百
韻
が
残
っ
て
い
る
。
但
し
、
買
明
、
楼
川
、
鶏
口
、
多
少
、
祇
丞
、
温
克
、
田
女
、
常
仙
、
宗
梅
、
菊
堂
、
白

頭
、
冬
英
の
十
二
評
。

14
、
安
永
九
年
六
月
二
十
三
日
青
木
甲
斐
守
様

御
勤
番
珍
重
之
御
事
候
。
織
田
山
城
江
御
致
声
之
趣
致
承
知
候
。
未
寛
々
出
会
も
不
致
候
。
誹
事
も
折
々
相
催
、
皆
々
御
噂
申
候
。

0

織
田
山
城
守
は
重
賢
の
妹
紳
、
丹
波
柏
原
の
織
田
信
旧
。
青
木
甲
斐
守
（
三
花
）
は
こ
の
時
大
坂
城
番
。
江
戸
に
帰
る
の
は
翌
年
の
八
月
十
六
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日
で
あ
る
（
『
宴
遊
日
記
』
）
。
『
御
代
筆
相
』
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
目
前
の
俳
諧
の
連
絡
で
な
い
消
息
も
、
あ
る
い
は
目
前
の
俳
諧
の
場
に
来

ら
れ
な
く
な
っ
た
人
へ
の
手
紙
も
あ
る
。
い
く
ら
か
書
き
抜
い
て
お
こ
う
。
「
尚
々
来
春
も
俳
諧
相
催
候
節
ハ
、
御
招
申
二
而
可
有
御
座
候
」

（
安
永
二
年
十
二
月
二
十
四
日
、
松
内
膳
正
様
）
、
「
今
日
之
義
少
々
御
風
気
二
而
御
断
之
段
、
御
残
多
御
事
候
。
折
角
御
保
蓑
可
被
成
候
。
重

而
相
催
候
節
、
御
出
被
下
様
仕
度
候
」
（
安
永
三
年
二
月
二
十
日
、
松
内
膳
正
様
。
『
日
記
』
で
は
こ
の
日
「
七
評
」
）
、
「
今
夕
之
骰
御
不
快
二

付
御
出
難
被
成
由
二
而
委
細
御
紙
面
之
趣
、
具
二
致
承
知
候
」
（
安
永
三
年
三
月
五
日
、
青
甲
斐
守
様
。
『
日
記
』
は
「
五
評
」
）
、
「
今
晩
御
出

可
被
下
処
、
御
持
病
之
御
痔
疾
被
差
発
候
由
二
而
御
断
之
趣
承
知
仕
、
残
念
奉
存
候
」
（
安
永
三
年
三
月
二
十
日
、
玉
馬
様
。
『
日
記
』
は
「
八

評
」
）
。
同
日
、
松
平
内
膳
正
も
風
邪
で
断
っ
て
き
て
い
る
、
安
永
三
年
四
月
二
十
日
に
は
、
玉
馬
が
「
御
多
用
御
取
紛
二
付
」
、
安
永
四
年
七
月

二
十
日
に
は
、
松
平
内
膳
正
が
「
御
歯
御
痛
に
付
」
、
安
永
五
年
二
月
二
十
二
日
に
は
、
玉
馬
が
「
御
病
所
二
付
」
断
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
俳
諧
そ
の
も
の
が
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
安
永
五
年
五
月
十
一
日
、
松
平
内
膳
正
あ
て
で
は
、
「
少
々
御
持
病
気
二
付
而
明
日
御

出
難
被
成
由
、
残
念
存
候
」
「
廿
日
相
催
候
間
、
御
出
可
被
下
候
。
若
廿
日
故
障
候
ハ
ヽ
、
其
趣
可
申
進
候
。
相
催
候
ハ
ヽ
、
最
早
申
進
間
敷
候

間
、
必
御
出
待
存
候
」
と
言
っ
て
い
る
。
五
月
十
二
日
、
二
十
日
と
も
作
品
は
残
っ
て
い
る
が
、
甘
棠
の
名
は
見
え
な
い
。
安
永
七
年
閏
七
月
十

ざ
ね

日
、
酒
井
雅
楽
頭
あ
て
は
、
「
誹
相
催
候
節
御
出
可
被
成
由
、
承
知
仕
候
」
と
い
う
も
の
。
酒
井
雅
楽
頭
忠
以
は
姫
路
藩
主
で
、
俳
号
銀
鶴
゜

細
川
重
賢
の
俳
諧
活
動
の
中
心
は
、
江
戸
座
宗
匠
を
点
者
と
し
た
点
取
俳
諧
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
係
す
る
記
事
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

15
、
宝
暦
九
年
七
月
十
六
日
松
山
公
子
重
賢

先
宵
者
預
御
出
添
存
候
。
得
寛
話
大
慶
不
少
候
。
其
節
之
句
締
且
其
後
之
五
評
も
、
出
来
候
者
何
れ
も
懸
御
目
可
申
由
被
仰
越
候
趣
、
致
承
知

候
。
未
集
り
不
申
候
。
追
而
相
揃
候
上
進
可
申
候
。

点

取
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0

松
山
公
子
は
出
羽
松
山
藩
の
酒
井
山
城
守
忠
起
。
享
保
二
十
年
生
。
妻
は
新
発
田
藩
主
溝
口
出
雲
守
直
温
（
俳
号
、
梅
郊
）
の
娘
。
松
山
公
子

と
重
賢
と
は
、
俳
諧
よ
り
漢
詩
を
介
し
て
の
親
好
が
目
立
つ
。
「
句
締
」
は
懐
紙
（
点
帳
）
の
巻
末
に
点
者
の
記
す
総
評
、
署
名
、
印
、
抜
句
等

を
言
う
。
「
五
評
」
は
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
の
句
の
五
人
の
点
者
ご
と
の
点
を
集
計
し
た
帳
を
意
味
し
よ
う
。

1
6
、
安
永
二
年
五
月
二
十
日
松
平
相
模
守
様

先
日
之
百
員
、
出
点
相
済
候
に
付
、
御
詠
草
共
被
遣
之
添
落
掌
仕
、
則
遂
被
見
直
返
璧
仕
候
。
拙
子
勝
候
巻
者
任
仰
留
置
申
候
。

0

五
月
十
日
の
十
三
評
を
指
す
の
だ
ろ
う
（
書
簡
4
番
の
記
事
）
。
「
巻
」
は
点
者
ご
と
の
懐
紙
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
「
御
詠
草
」
は
不
明
。

作
品
に
作
者
名
も
点
数
も
入
れ
た
最
終
帳
と
解
し
て
お
く
。
前
項
の
「
句
締
」
は
懐
紙
、
「
五
評
」
は
詠
草
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。

1
7
、
安
永
二
年
八
月
十
八
日
玉
馬
様

此
間
之
出
点
御
見
せ
被
下
、
恭
奉
存
候
。
一
覧
仕
、
則
返
上
仕
候
。
買
明
点
、
参
次
第
御
見
せ
可
被
下
由
承
知
仕
候
。

0

八
月
十
一
日
の
興
行
と
推
定
す
る
（
書
簡
5
番
）
「
出
点
」
は
点
者
か
ら
懐
紙
が
返
っ
て
き
た
こ
と
。
八
月
二
十
七
日
玉
馬
あ
て
で
「
然
者
十

評
之
内
、
買
明
昨
日
出
点
仕
候
由
二
而
被
遣
、
添
奉
存
候
。
一
覧
仕
、
則
致
返
進
候
」
と
言
っ
て
い
る
。

18
、
安
永
二
年
八
月
二
十
九
日
玉
馬
様

再
白
、
去
ル
廿
二
日
席
上
之
八
評
、
出
点
相
済
候
付
、
則
披
申
候
。
懐
紙
八
巻
詠
草
共
懸
御
目
申
候
。
急
申
候
間
、
詠
草
消
書
問
二
合
不
申
候
。

鹿
相
成
儘
二
而
懸
御
目
申
候
。
今
夕
従
是
為
持
進
可
申
所
、
御
使
被
下
候
間
、
乍
序
附
御
使
申
候
。
以
上
。

0

八
月
二
十
二
日
の
八
評
（
書
簡
6
番
）
。
点
者
か
ら
懐
紙
が
返
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
を
披
き
、
引
墨
点
印
か
ら
点
数
を
集
計
し
、
作
者
名
を
す

べ
て
記
入
し
、
詠
草
を
作
成
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
懐
紙
だ
け
で
は
す
べ
て
の
句
の
作
者
が
わ
か
る
と
は
限
ら
な
い
。
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19
、
安
永
二
年
十
月
十
六
日
玉
馬
様

然
者
此
間
之
出
点
相
揃
候
付
而
、
御
詠
草
と
も
に
被
遣
之
添
、
任
仰
留
置
、

0

典
行
は
十
月
七
日
と
推
定
す
る
（
書
簡
7
番）。

20
、
安
永
二
年
十
一
月
十
三
日
青
甲
斐
守
様

且
又
二
日
席
上
十
斧
、
出
点
相
済
候
ハ
ヽ
、
可
掛
御
目
由
致
承
知
、
則
附
来
使
候
。

0

十
一
月
二
日
、
「
十
評
」
（
『
日
記
』
）
、
「
御
俳
諧
二
付
、
伊
達
和
泉
守
様
•
青
木
甲
斐
守
様
・
織
田
丹
後
守
様
・
大
久
保
吉
十
郎
殿
・
松
平
主

税
殿
・
加
藤
登
之
助
殿
御
出
、
長
春
・
意
泉
・
七
大
夫
・
鶏
口
参
上
」
（
『
御
側
日
記
』
）
。
書
簡
中
の
「
二
日
席
上
十
斧
」
は
「
頃
日
之
誹
書
」
を
、

「
可
掛
御
目
由
」
は
「
入
御
覧
可
申
由
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
重
賢
が
添
削
し
た
結
果
で
あ
る
。
大
久
保
吉
十
郎
は
旗
本
の
大
久
保
教
和
か
。
松
平
主

税
は
中
奥
の
小
姓
康
道
、
加
藤
登
之
助
も
旗
本
の
泰
朝
で
あ
ろ
う
。

2
1
、
安
永
三
年
二
月
二
十
四
日
玉
馬
様

然
者
頃
日
御
出
之
懐
紙
、
出
点
之
儀
被
仰
下
承
知
。
昨
日
披
キ
相
済
、
青
木
甲
斐
守
、
織
田
山
城
守
一
覧
、
直
二
持
参
二
而
御
座
候
。
定
而
青

木
方
江
参
居
可
申
候
間
、
彼
方
江
被
及
御
取
遣
候
様
二
と
奉
存
候
。

0

二
月
十
七
日
の
六
評
か
（
書
簡
9
番
）
。
そ
れ
ぞ
れ
に
点
を
気
に
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

22
、
安
永
四
年
八
月
二
十
日
玉
馬
様

此
間
之
評
未
一
評
相
揃
不
申
、
不
残
揃
候
上
入
貴
覧
可
申
候
。

0

八
月
九
日
の
俳
諧
で
あ
ろ
う
か
。
「
拾
二
評
」
（
『
日
記
』
）
。

一
覧
返
進
仕
候
。
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23
、
安
永
四
年
九
月
十
二
日
玉
馬
様

然
者
先
日
参
上
之
節
之
巻
、
出
点
御
開
巻
之
由
に
て
被
差
越
、
恭
落
掌
仕
候
。
右
巻
李
蹂
江
相
達
可
申
由
承
知
仕
候
。
来
ル
十
五
日
、
拙
宅
江

被
参
筈
候
問
、
其
節
示
教
之
趣
を
以
、
通
達
可
仕
候
。

0

九
月
五
日
、
「
八
代
洲
河
岸
へ
」
（
『
日
記
』
）
、
「
今
日
御
客
二
付
御
城
坊
主
被
召
呼
」
（
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
）
。
李
誤
の
こ
と
不
明
。

24
、
安
永
四
年
九
月
二
十
七
日
松
内
膳
正
様

然
者
此
間
之
九
評
、
別
紙
書
付
入
御
覧
候
。
御
勝
之
懐
紙
二
冊
共
直
二
御
留
置
可
被
成
候
。

0

九
月
十
八
日
の
表
海
楼
で
の
百
韻
で
作
品
が
残
っ
て
い
る
。
九
評
の
う
ち
甘
棠
勝
は
宗
梅
・
白
頭
評
。
ち
な
み
に
華
裡
雨
の
勝
は
存
義
・
祇
丞

評
。
「
留
置
」
と
は
、
こ
の
場
合
ず
っ
と
保
持
し
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
恢
紙
の
残
存
状
況
と
も
関
係
す
る
事
柄
で
あ
る
。
永
青
文
庫
に

残
る
懐
紙
は
、
五
評
な
ら
五
評
す
べ
て
の
懐
紙
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
殆
ん
ど
な
い
。
勝
っ
た
懐
紙
は
留
め
置
く
と
い
う
し
き
た
り
の
結
果
な
の

で
あ
ろ
う
。

「
今
日
御
客
様
被
成
御
座
候
付
、
左
之
通
被
召
呼
候

25
、
安
永
四
年
十
月
十
七
日
玉
馬
様

然
者
此
間
参
上
之
節
之
十
評
被
指
越
、
被
仰
下
趣
承
知
仕
候
。
李
蹂
江
差
廻
し
、
廿
一
日
二
其
御
方
江
廻
し
被
申
候
様
、
通
逹
可
仕
由
、
尤
勝

之
巻
者
直
二
被
止
樅
候
様
、
可
申
達
由
、
則
委
細
申
遣
候
。

0

「
此
間
」
は
十
月
十
一
日
か
。
「
八
代
洲
河
岸
へ
」
（
『
日
記
』
）
、

喜
•
土
田
友
巴
・
石
井
立
徳
」
（
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
）
。

26
、
安
永
四
年
十
一
月
十
九
日
玉
馬
様

然
者
廿
五
日
之
巻
、
被
成
御
覧
度
由
承
知
仕
候
。
披
相
済
候
付
、
則
七
評
附
御
使
呈
進
仕
候
。
直
二
御
留
置
可
被
成
候
。
右
之
内
田
旦
勝
者
、

小
坂
長
春
・
星
野
道
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参
上
之
節
御
渡
可
被
下
候
。

〇
十
月
二
十
五
日
の
典
行
は
書
簡
11
番
。
買
明
、
鶏
口
、
多
少
、
温
克
、
田
女
、
常
仙
、
宗
梅
の
七
評
で
、
温
克
を
除
い
て
す
べ
て
玉
馬
の
勝
ち
。

「
直
二
御
留
置
可
被
成
候
」
と
言
う
の
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。
温
克
評
の
み
田
旦
勝
ち
で
、
た
し
か
に
こ
の
典
行
に
お
け
る
懐
紙
は
、
こ
の
温
克

評
の
も
の
の
み
永
青
文
庫
に
現
存
す
る
。

2
7
、
安
永
四
年
十
二
月
十
七
日
玉
馬
様

然
者
此
間
参
上
之
節
之
十
評
、
御
披
相
揃
候
由
二
而
御
詠
草
共
被
指
越
、
添
致
落
掌
候
。
任
命
李
蹂
江
指
廻
、
彼
方
よ
り
返
呈
有
之
候
様
通
逹

可
仕
候
。

0

十
二
月
九
日
の
俳
諧
か
（
書
簡
12
番
）
。
安
永
四
年
十
二
月
二
十
日
の
玉
馬
あ
て
で
は
「
然
者
此
間
参
上
之
節
御
催
之
一
巻
、
為
持
被
差
越
恭

落
掌
仕
候
」
と
言
う
。
こ
れ
も
九
日
の
俳
諧
に
関
す
る
も
の
か
。
華
裡
雨
勝
ち
の
一
巻
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
李
蹂
は
依
然
と
し
て
確
定
で
き
な

い
が
、
あ
る
い
は
久
留
島
信
濃
守
通
祐
か
。

2
8
、
安
永
五
年
二
月
十
日
雅
楽
頭
様
汁
ナ
越
中
守

然
者
頃
日
者
十
五
評
玉
馬
方
よ
り
指
越
候
付
、
来
簡
共
為
持
進
申
候
。
御
順
達
可
被
成
候
。

0

正
月
二
十
九
日
「
八
代
洲
河
岸
へ
」
（
『
日
記
』
）
。

29
、
安
永
六
年
五
月
十
五
日
玉
馬
様

然
者
此
間
之
百
吟
御
開
巻
、
御
廻
文
共
二
落
掌
。
御
細
書
之
趣
添
承
知
仕
候
。
順
逹
可
仕
候
。

0

五
月
九
日
の
俳
諧
で
あ
ろ
う
。
安
永
六
年
五
月
七
日
付
け
玉
馬
あ
て
「
九
日
之
義
被
仰
下
添
、
必
参
上
棲
々
可
得
貴
意
候
」
。
五
月
九
日
、

「
八
代
洲
河
岸
へ
十
評
」
（
『
日
記
』
）
、
「
左
之
御
方
様
今
日
御
出
懸
之
体
二
而
御
出
被
成
御
饗
応
有
之
。
夜
二
入
御
帰
被
成
候
事
細
川
越
中
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守
様
、
酒
井
雅
楽
頭
様
、
堀
田
相
模
守
様
、
伊
達
和
泉
守
様
」
（
『
御
在
国
御
在
府
日
記
』
）
。
な
お
書
簡
1
番
。
同
五
月
十
五
日
付
け
で
重
賢
は
酒

井
雅
楽
頭
へ
回
送
し
て
い
る
。
「
然
者
玉
馬
よ
り
此
間
之
百
吟
開
巻
之
由
二
而
差
越
候
。
廻
文
共
二
進
申
候
。
貴
覧
之
上
、
吐
雲
子
江
御
廻
可
被

成
奉
存
候
」
。
吐
雲
は
、
堀
田
相
模
守
正
順
か
伊
達
和
泉
守
村
賢
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

3
0
、
宝
暦
十
年
四
月
十

一
日

山

城

守

様

越

中

守

先
日
之
愚
評
之
儀
、
段
々
及
遅
引
候
。
追
而
自
是
可
申
達
候
。

0

山
城
守
は
松
山
公
子
（
酒
井
忠
起
。
書
簡
15
番
）
。
こ
れ
は
重
賢
が
松
山
公
子
の
句
に
批
点
を
加
え
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
以
下
、

重
賢
の
点

評
の
例
を
列
挙
す
る
。
安
永
二
年
十
月
二
日
付
け
松
平
内
膳
正
あ
て
「
然
者
御
懐
紙
被
遣
之
、
点
之
俵
被
仰
越
、
致
承
知
候
。
相
済
候
上
、
自
是

為
持
進
可
申
候
」
。
安
永
三
年
二
月
十
日
付
け
松
平
左
兵
衛
督
あ
て
「
然
者
御
噂
之
百
韻
為
持
被
下
、

委
曲
御
示
教
之
趣
、
承
知
仕
候
。
御
懐
紙

留
置
、
追
而
返
呈
可
仕
候
」
。
安
永
三
年
三
月
十
二
日
付
け
三
花
あ
て
「
然
者
一
巻
被
遣
之
、
委
細
御
紙
面
之
趣
致
承
知
留
置
申
候
。
急
二
者
出

来
仕
問
敷
候
間
、
左
様
可
被
思
召
候
」
（
こ
の
時
の
華
裡
雨
点
の
結
果
が
「
三
花
様
百
韻
」
と
し
て
『
重
賢
公
狂
歌
・
俳
諧
書
留
』
に
残
る
）
。
安

永
五
年
四
月
十
二
日
付
け
佐
竹
壱
岐
守
あ
て
「
然
者
御
噂
之
二
百
韻
被
遣
之
、
御
示
教
致
承
知
候
。
追
而
自
是
可
得
貴
意
候
」
。
佐
竹
壱
岐
守
の

二
百
韻
に
つ
い
て
も
、

書
抜
等
が
『
重
賢
公
狂
歌
・
俳
諧
書
留
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

発
句
・
摺
物
の
贈
答

発
句
や
摺
物
の
贈
答
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
依
頼
の
記
事
も
目
に
つ
く
。
贈
答
・
依
頼
の
相
手
別
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

玉
馬
（
松
平
相
模
守
重
寛）

31
、
然
者
摺
物
之
事
被
仰
下
、
御
細
翰
之
趣
被
入
御
念
俵
奉
存
候
。
則
十
二
枚
進
呈
仕
候
。

（
明
和
四
年
十
二
月
十
一
日
）
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32
、
且
摺
物
之
儀
則
呈
進
仕
候
。
（
明
和
八
年
十
二
月
十
一
日
）

33
、
昨
夕
者
御
手
紙
拝
読
。
名
月
御
摺
物
御
恵
投
恭
奉
存
候
。
（
安
永
二
年
八
月
十
六
日
）

34
、
再
白
、
御
別
紙
之
趣
承
知
仕
候
。
菊
之
発
句
則
附
来
使
申
候
。
十
三
夜
之
発
句
ハ
不
仕
候
間
、
呈
進
不
仕
候
。
（
安
永
二
年
八
月
二
十
三
日
）

35
、
然
者
昨
日
被
仰
下
候
十
三
夜
発
句
之
義
付
而
猶
又
御
紙
表
承
知
仕
候
。
則
附
来
使
呈
進
仕
候
。
（
安
永
二
年
八
月
二
十
四
日
）

36
、
懐
中
摺
物
之
事
承
知
仕
候
。
出
来
次
第
進
覧
可
仕
候
。
（
安
永
二
年
十
二
月
五
日
）

37
、
然
者
歳
旦
御
摺
物
且
御
内
証
二
而
御
桁
被
成
候
御
摺
物
、
御
恵
投
不
浅
添
奉
存
候
。
（
安
永
三
年
正
月
四
日
）

38
、
且
牡
丹
発
句
之
儀
被
仰
下
承
知
仕
、
任
仰
則
進
呈
仕
候
。
（
安
永
三
年
三
月
三
十
日
）

3
9
、
且
発
句
之
義
承
知
仕
候
。
（
安
永
四
年
十
月
二
十
七
日
）

40
、
然
者
歳
旦
御
摺
物
御
恵
投
、
乍
毎
添
感
吟
仕
候
。
且
又
御
内
証
二
而
出
来
之
略
暦
被
懸
貴
意
、
不
浅
添
是
又
御
趣
向
重
宝
可
仕
奉
存
候
。
宜

御
礼
被
仰
可
被
下
候
。
（
安
永
五
年
正
月
二
日
）

0
3
1
、
32
は
同
じ
く
十
二
月
十
一
日
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
摺
物
は
何
が
主
題
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
時
期
か
ら
み
て
、

36
の
「
懐
中
摺
物
」
と
同

じ
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
内
容
は
や
は
り
わ
か
ら
な
い
。

37
の
「
御
内
証
二
而
御
桁
被
成
候
御
摺
物
」
と
は
、
玉
馬
の
奥
方
が
作
っ
た
摺
物

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

40
の
記
事
か
ら
そ
う
推
定
す
る
。

廿
棠
（
松
平
内
膳
正
定
奉
）

41
、
且
又
時
雨
御
摺
物
被
遣
添
感
吟
不
少
候
。
（
安
永
二
年
十
月
二
日
）

42
、
再
白
、
歳
旦
御
逸
作
御
恵
投
添
感
吟
不
少
候
。
（
安
永
三
年
正
月
八
日
）

43
、
然
者
雛
御
摺
物
被
成
候
を
御
見
せ
被
下
添
御
物
好
と
存
候
。
（
安
永
三
年
三
月
五
日
）

44
、
然
者
良
夜
之
佳
句
御
見
せ
被
下
恭
感
吟
仕
候
。
（
安
永
四
年
八
月
十
五
日
）

45
、
然
者
歳
旦
御
佳
作
被
投
之
添
感
吟
不
少
候
。
（
安
永
五
年
正
月
十
七
日
）
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吐
雲
（
不
明
。
書
簡
2
9
番
）

54
、
然
者
十
三
夜
摺
も
の
、
吐
雲
方
よ
り
参
候
由
二
而
被
遣
之
添
落
掌
仕
候
。
（
安
永
二
年
九
月
十
四
日
、
玉
馬
あ
て
）

55
、
然
者
吐
雲
よ
り
初
午
之
発
句
被
申
越
候
由
、
明
々
棲
々
御
示
教
被
入
御
念
義
承
知
仕
候
。
任
仰
則
呈
進
仕
候
。
（
安
永
三
年
正
月
二
十
七
日
、

玉
馬
あ
て
）

56
、
然
者
吐
雲
此
度
杜
若
之
摺
物
被
致
候
付
而
被
仰
下
趣
承
知
、
則
発
句
仕
進
申
候
。

0

吐
雲
と
の
関
係
も
す
べ
て
玉
馬
と
の
書
簡
を
通
し
て
で
あ
る
。

安
永
三
年
三
月
二
十
六
日

46
、
然
者
短
冊
被
遣
被
仰
下
趣
承
知
、
随
仰
相
認
候
。
（
安
永
五
年
三
月
三
日
）

47
、
且
名
月
御
摺
物
拝
吟
、
感
情
不
少
候
。
此
元
も
折
々
誹
事
相
催
候
。
（
安
永
七
年
九
月
二
十
四
日
）

0
4
7
は
甘
棠
在
国
時
の
こ
と
。

孔
阜
（
松
平
若
狭
守
直
泰
）

48
、
然
者
孔
阜
よ
り
相
廻
候
茶
の
摺
物
、
為
持
被
遣
恭
落
掌
仕
候
。

（
安
永
二
年
九
月
九
日
、
玉
馬
あ
て
）

49
、
然
者
其
節
御
噂
之
孔
阜
催
之
摺
物
、
早
苗
卯
花
者
相
止
、
水
鶏
二
成
候
由
承
知
仕
候
。
当
時
甚
事
多
、
水
鶏
之
句
者
出
来
兼
候
付
、
御
断
申

候
。
（
安
永
三
年
四
月
五
日
、
玉
馬
あ
て
）

50
、
拝
誦
、
水
鶏
発
句
之
儀
二
付
猶
又
御
示
教
承
知
仕
候
。
十
日
迄
二
出
来
候
ハ
ヽ
進
覧
可
仕
候
。

（
右
同
日
、
玉
馬
あ
て
）

51
、
水
鶏
発
句
之
儀
に
付
御
細
翰
之
趣
承
知
仕
候
。
頃
日
甚
多
用
御
座
候
而
出
来
不
申
候
。
此
度
者
及
御
断
申
候
。
（
安
永
三
年
四
月
十
三
日
、

玉
馬
あ
て
）

52
、
拝
読
、
水
鶏
之
句
進
覧
仕
候
付
而
委
曲
貴
報
之
趣
被
入
御
念
候
義
奉
存
候
。

（
安
永
三
年
四
月
十
六
日
、
玉
馬
あ
て
）

53
、
然
者
孔
阜
催
候
摺
物
、
出
来
参
候
由
二
而
為
持
被
下
落
掌
、
不
浅
添
奉
存
候
。

（
安
永
三
年
四
月
二
十
四
日
、
玉
馬
あ
て
）

0

孔
阜
と
の
関
係
は
す
べ
て
玉
馬
と
の
書
簡
を
通
し
て
で
あ
る
。
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言
う
ま
で
も
な
く
、
細
川
重
賢
の
俳
諧
活
動
は
す
な
わ
ち
人
間
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
集
団
を
三
つ
に
分
け
る
な
ら
、
諸
侯
、
家
臣
団
、

そ
し
て
、
俳
諧
師
や
能
役
者
や
鞠
師
や
お
城
坊
主
な
ど
、
そ
の
技
芸
・
立
場
に
よ
っ
て
人
間
関
係
の
媒
介
と
な
る
存
在
、
と
な
る
だ
ろ
う
。

『
御
代
筆
相
』
で
み
る
限
り
、
玉
馬
こ
と
松
平
相
模
守
重
寛
と
の
交
流
が
他
を
圧
倒
し
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
残
さ
れ
た
作
品
で
は
、
む
し

ろ
玉
馬
の
参
加
は
少
な
い
。
こ
れ
は
作
品
の
残
存
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
俳
諧
の
催
し
に
人
を
誘
っ
た
り
誘
わ
れ
た
り
す
る
場
合
の
、
そ
の
仕
方

の
問
題
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
書
簡
の
残
存
の
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
前
掲
白
石
論
文
が
華
裡
雨
入
集
の
俳
書
と
し
て
紹
介
し
た
楼
川
八
十
賀
集

『
百
福
寿
』
（
安
永
七
年
刊
）
、
有
無
庵
存
義
編
『
野
っ
ち
』
（
安
永
八
年
刊
）
に
は
、
玉
馬
も
入
集
し
て
い
る
。
『
野
っ
ち
』
下
巻
巻
頭
の
「
萩
」

と
題
す
る
玉
馬
の
句
文
の
一
部
を
引
い
て
お
こ
う
。

お
わ
り
に

三
花
（
青
木
甲
斐
守
一
貫
）

57
、
然
者
短
冊
二
葉
被
指
越
、
棲
々
御
示
教
之
趣
致
承
知
候
。
則
発
句
相
調
呈
進
、
且
外
二
兼
而
御
約
諾
之
発
句
も
調
進
申
候
。

月
二
十
八
日
）

（
安
永
三
年
四

四
時
庵
紀
逸

58
、
然
者
来
月
十
一
日
、
四
時
庵
十
三
回
御
忌
二
付
、
被
催
御
追
悼
之
御
集
度
由
二
而
被
仰
越
通
承
知
。
御
断
二
も
及
可
申
候
得
共
、
任
無
御
隔

意
卑
章
進
呈
申
候
。
（
安
永
三
年
三
月
二
十
八
日
、
松
平
内
膳
正
あ
て
）

59
、
然
者
来
十
一
日
御
追
悼
之
発
句
、
此
間
進
申
候
。
少
々
存
寄
御
座
候
付
、
致
直
進
申
候
。

（
安
永
三
年
四
月
五
日
、
松
平
内
膳
正
あ
て
）

〇
慶
紀
逸
の
十
三
回
忌
が
安
永
三
年
だ
か
ら
、
没
年
は
宝
暦
十
二
年
と
な
り
、
通
説
通
り
。
な
お
『
俳
諧
集
』
二
七
二
番
の
続
二
百
韻
に
は
、
甘

棠
、
米
仲
、
再
賀
、
謂
北
、
存
義
ら
と
と
も
に
紀
逸
も
花
裡
雨
俳
諧
に
一
座
し
て
い
る
。
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月
宿
す
露
か
つ
ほ
ミ
か
萩
の
花
玉
馬

タ
ヘ
の
む
ら
雨
は
虫
の
音
を
と
A
め
、
今
朝
の
あ
ら
し
ハ
桐
の
一
葉
を
落
せ
り
。
寂
々
た
る
秋
の
け
し
き
も
草
の
花
の
く
れ
な
ゐ
に
入
日
を

輝
し
、
其
さ
ま
い
と
面
白
く
こ
そ
お
ほ
ゆ
れ
。
さ
れ
は
有
無
竜
の
許
に
小
さ
き
萩
の
は
へ
る
か
、
こ
の
こ
ろ
花
も
盛
に
し
て
人
／
＼
ま
か
り

て
、
発
句
な
と
し
つ
A
興
を
催
せ
り
。
か
く
て
や
ミ
な
ん
も
本
意
な
し
と
、
彼
秋
草
を
種
と
し
て
出
来
る
程
の
句
な
と
つ
A
り
合
せ
ぬ
れ
は
、

―
つ
の
冊
子
と
な
れ
る
よ
し
聞
へ
侍
れ
は
、
い
て
や
吾
も
発
句
し
て
ま
い
ら
せ
ん
と
筆
に
任
せ
て
か
く
…
…

ま
た
『
百
福
寿
』
入
集
の
玉
馬
の
句
は
「
八
ツ
か
ら
も
末
長
き
日
そ
さ
く
ら
狩
」
（
中
巻
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

玉
馬
が
没
し
た
の
は
天
明
三
年
(
-
七
八
三
）
十
月
十
八
日
。
重
賢
の
『
日
記
』
に
は
十
月
七
日
、
十
月
十
三
日
に
「
相
州
へ
見
廻
」
、
十
月

十
八
日
に
「
八
代
洲
河
岸
事
」
と
記
す
。
鳥
取
藩
の
方
で
は
、
病
気
見
舞
の
人
々
へ
の
応
対
と
し
て
、
十
月
十
六
日
に
「
御
城
坊
主
組
頭
小
坂
長

春
、
平
御
坊
主
木
村
養
哲
、
石
川
順
仙
、
石
井
永
三
」
を
呼
ん
で
い
る
（
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
）
。
一
方
、
柳
沢
信
鴻
は
玉
馬
の
死
の
前
後
、

「
在
転
よ
り
玉
馬
十
五
評
自
評
点
附
来
る
」
（
十
月
十
四
日
）
、
「
玉
馬
大
病
の
由
知
ら
せ
申
来
る
」
(
+
六
日
）
、
「
暮
過
玉
馬
差
重
り
申
来
る
」

（
同
）
、
「
去
十
八
日
玉
馬
逝
去
の
由
上
邸
よ
り
申
来
る
」
(
+
月
二
十
日
）
と
記
し
て
い
る
（
『
宴
遊
日
記
』
、
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第

十
三
巻
、
三
一
書
房
、
に
よ
る
）
。

重
賢
の
奥
方
由
婦
君
の
俳
号
が
蘭
船
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
『
閂
訂
磁
御
年
譜
』
（
永
青
文
庫
蔵
）
に
は
、
楽
近
子

（
塚
本
一
甫
老
）
、
李
井
君
（
柳
生
采
女
）
、
架
水
（
木
下
大
和
守
）
と
並
べ
て
、
蘭
舟
は
御
前
様
の
俳
号
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
蘭
船
と
蘭
舟

は
同
一
の
意
識
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
違
い
を
今
は
改
号
と
考
え
て
お
く
。
重
賢
の
嗣
子
治
年
も
俳
号
錦
城
を
東
岸
（
又

は
竹
楊
）
と
変
え
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
（
永
青
文
庫
蔵
『
治
年
年
譜
』
）
。
重
賢
の
奥
方
の
俳
号
を
蘭
舟
と
考
え
た
時
、
重
賢
俳
諧
に
お
い
て
、

意
外
に
多
く
蘭
舟
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
「
蘭
君
」
も
「
蘭
船
」
あ
る
い
は
「
蘭
舟
」
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
今
そ
れ
は
勘
定

に
入
れ
な
い
と
し
て
、
「
蘭
舟
」
名
で
重
賢
俳
諧
に
一
座
し
て
い
る
俳
諧
は
、
現
存
資
料
の
限
り
で
、
二
十
一
回
あ
る
。
あ
く
ま
で
現
存
資
料
の

限
り
で
あ
る
が
、
重
賢
俳
諧
の
ほ
ゞ
五
％
に
あ
た
る
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の
十
八
回
が
、
俳
諧
の
興
行
場
所
が
雲
和
閣
な
の
で
あ
る
（
他
の
三
回

は
場
所
が
不
明
）
。
し
か
も
そ
の
十
八
回
の
俳
諧
は
、
安
永
八
、
九
年
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
も
十
八
回
の
う
ち
十
回
に
お
い
て
、
菫
賢
は
同
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日
後
刻
、
蘭
舟
ぬ
き
で
歌
仙
（
一
回
は
世
吉
）
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
雲
和
閣
で
の
俳
諧
の
多
く
の
場
合
、
『
日
記
』
に
特
殊
な
印
が
つ
い
て

い
る
。
あ
る
い
は
闇
舟
主
催
の
俳
諧
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
今
雲
和
閣
の
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
銀
台
遺
事
』

に
は
、
こ
の
由
婦
姫
に
つ
い
て
「
い
か
な
る
御
事
に
や
、
御
年
さ
か
り
に
ま
し
／
＼
し
頃
よ
り
、
御
目
を
煩
は
せ
給
ひ
て
、
さ
ま

f
＼
療
治
を
尽

さ
せ
給
ひ
け
れ
ど
も
、
其
し
る
し
な
く
、
つ
ひ
に
し
ひ
さ
せ
給
ふ
」
と
あ
る
。
明
和
二
年
四
月
七
日
、
重
賢
、
清
源
院
（
重
賢
妹
）
と
と
も
に
家

臣
松
野
亀
右
衛
門
を
訪
れ
た
時
、
二
人
は
自
筆
の
詩
歌
を
与
え
た
の
に
対
し
、
由
婦
君
の
歌
は
「
太
守
様
（
重
賢
）
御
筆
被
遊
候
」
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
（
永
青
文
庫
蔵
『
重
賢
君
綿
考
輯
録
』
）
。
『
銀
台
遺
事
』
の
盲
目
の
記
事
と
関
係
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
麟
蝶
麟
御
年
譜
』

か
ら
蘭
舟
作
と
さ
れ
る
句
を
い
く
つ
か
書
き
抜
い
て
み
る
。
「
世
の
う
さ
も
我
身
も
つ
A
む
丸
合
羽
」
「
白
鷺
に
ふ
み
つ
ふ
さ
れ
て
か
き
つ
は
た
」

「
人
参
の
干
す
身
の
上
に
祈
る
と
は
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

安
永
三
年
二
月
十
日
付
け
「
松
左
兵
衛
督
」
（
不
明
。
旗
本
、
松
平
政
興
か
）
へ
の
手
紙
で
（
書
簡
30
番
）
「
私
表
徳
之
儀
被
仰
下
則
左
二
記
申

候
。
将
亦
御
同
苗
様
よ
り
御
致
声
添
奉
存
候
」
と
し
て
、
手
紙
の
最
後
に
「
華
裏
雨
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
細
川
重
賢
が
俳
諧
好
き
の
大
名

と
し
て
、
他
人
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
―
つ
の
証
左
で
あ
る
。

重
賢
俳
諧
に
一
座
し
た
家
臣
団
は
、
ほ
ゞ
近
習
、
小
姓
を
中
心
に
し
て
い
た
。
が
、
今
そ
の
具
体
は
省
略
に
従
う
。

最
後
に
、
い
わ
ば
人
間
関
係
の
媒
介
と
な
っ
た
人
た
ち
の
中
か
ら
、
餅
字
、
田
旦
、
存
義
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

餅
字
の
七
十
を
祝
っ
た
重
賢
の
句
「
餅
に
字
を
又
書
春
を
待
そ
か
し
」
が
、
「
七
十
の
初
度
を
賀
し
て
見
鱈
彗
輝
炉
鱈
戸
候
」
と
い
う
前
書
と
と

も
に
『
重
賢
公
狂
歌
、
俳
諧
書
留
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
配
列
か
ら
、
安
永
十
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
餅
字
は
重
賢
よ

り
八
歳
の
年
長
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
重
賢
一
座
の
俳
諧
で
最
も
重
賢
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
白
石
論
文
の
記
す
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、

今
そ
の
没
年
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

田
旦
も
お
城
坊
主
。
石
井
永
庵
で
あ
る
。
井
上
降
明
編
『
佐
藤
朝
四
随
筆
集
』
（
近
世
風
俗
研
究
会
、
昭
和
五
十
五
年
）
の
「
古
事
記
布
倶
路
」

に
は
、
「
此
田
社
、
田
旦
が
師
匠
に
て
平
砂
か
集
の
時
、
田
旦
、
朝
四
、
田
社
、
麦
雨
、
平
砂
、
歌
仙
あ
り
」
と
載
っ
て
い
る
。
田
社
の
弟
子
で

あ
る
。
田
社
も
細
川
重
賢
俳
諧
の
宗
匠
・
点
者
の
常
連
で
あ
っ
た
。
田
旦
は
「
金
田
御
婦
人
」
と
と
も
に
重
賢
俳
諧
の
点
者
を
勤
め
て
い
る
し
、
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安
永
六
年
八
月
二
十
一
日
の
玉
馬
あ
て
重
賢
書
簡
で
は
、
玉
馬
が
娘
の
病
気
で
外
出
で
き
な
い
こ
と
知
っ
た
重
賢
は
、
「
御
尤
之
御
事
奉
存
候
。

且
田
旦
を
以
得
貴
意
候
」
と
言
っ
て
い
る
。
餅
字
と
同
様
、
信
用
し
て
い
た
お
城
坊
主
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
程
の
『
百
福
寿
』
に
は
田
旦

も
入
集
し
て
い
る
（
中
巻
）
。

馬
場
存
義
と
細
川
重
賢
の
関
係
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、
鳥
取
藩
の
『
江
戸
御
留
守
居
日
記
』
か
ら
、
存
義
と
玉
馬
の

交
渉
を
示
す
記
録
を
引
い
て
お
こ
う
。
「
柳
生
但
馬
守
様
、
今
日
九
半
時
頃
よ
り
御
出
懸
り
二
被
成
御
出
、
御
居
間
へ
御
通
り
、
御
饗
応
有
之
。

暮
時
過
御
帰
被
成
候
。
右
二
付
左
之
面
々
被
召
呼
罷
越
ス
。
伊
藤
道
寿
・
馬
場
存
義
」
（
天
明
元
年
八
月
十
四
日
）
、
「
左
之
御
方
様
、
今
日
昼
時

過
よ
り
御
出
懸
り
二
被
成
御
出
、
御
居
間
二
御
通
り
、
御
饗
応
有
之
。
夜
四
時
前
追
々
御
帰
被
成
候
。
併
左
之
面
々
も
右
二
付
被
召
呼
候
事
。
細

川
越
中
守
様
・
柳
生
但
馬
守
様
・
小
坂
長
春
・
石
井
永
庵
・
伊
藤
道
寿
・
馬
場
存
義
・
喜
多
七
太
夫
」
（
天
明
元
年
十
一
月
二
十
七
日
。
ち
な
み

に
重
賢
『
日
記
』
で
は
こ
の
日
「
八
代
洲
河
岸
へ
」
）
、
「
左
之
御
方
様
（
九
鬼
長
門
守
・
柳
生
但
馬
守
）
、
今
日
八
時
頃
よ
り
御
出
懸
り
被
成
御

出
、
御
居
問
御
通
、
御
饗
応
有
之
。
夜
五
時
頃
被
成
御
帰
候
。
併
右
二
付
左
之
面
々
も
被
召
呼
候
事
。
伊
藤
道
寿
・
土
田
友
把
・
馬
場
存
義
」

（
天
明
元
年
十
一
月
晦
日
）
。
こ
れ
よ
り
ほ
ゞ
一
年
後
の
天
明
二
年
(
-
七
八
二
）
十
月
三
日
、
存
義
は
八
十
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
大
名
俳

諧
に
お
け
る
馬
場
存
義
の
存
在
の
大
き
さ
は
否
定
で
き
な
い
が
、
大
名
に
と
っ
て
は
や
は
り
お
城
坊
主
や
遊
芸
の
徒
と
同
質
の
存
在
な
の
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
人
問
関
係
の
融
和
材
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
芸
が
も
つ
こ
の
融
和
材
と
し
て
の
性
質
を
、
過
少
に
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。

細
川
重
賢
の
俳
諧
活
動
が
す
な
わ
ち
人
間
関
係
だ
っ
た
と
い
う
意
味
は
も
う
―
つ
あ
る
。
重
賢
は
ま
だ
部
屋
住
み
で
あ
っ
た
若
い
時
か
ら
俳
諧

に
親
し
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
好
ん
だ
の
が
漠
詩
で
あ
っ
た
。
高
野
蘭
亭
や
服
部
南
郭
と
の
交
流
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
『
御

代
筆
拍
』
宝
暦
八
年
十
二
月
二
十
八
日
付
け
酒
井
山
城
守
（
松
山
公
子
）
あ
て
の
国
元
か
ら
の
手
紙
で
、
重
賢
は
「
猶
以
寒
気
厳
二
候
へ
共
、
愈

無
障
度
々
雅
会
可
有
之
存
候
。
赤
羽
老
人
も
度
々
御
逢
被
成
候
哉
。
不
相
替
雙
錬
之
由
申
越
候
。
楽
山
公
子
二
も
被
成
御
逢
候
ハ
ヽ
、
御
致
声
奉

頼
候
」
と
言
っ
て
い
る
。
重
賢
四
十
九
歳
、
江
戸
の
雅
会
へ
の
羨
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
赤
羽
老
人
は
南
郭
。
楽
山
公
子
は
水
戸
の
徳
川
頼

順
で
、
重
賢
の
詩
友
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
三
年
前
の
宝
暦
五
年
、
南
郭
の
代
わ
り
に
養
子
の
服
部
仲
英
が
藩
邸
に
や
っ
て
く
る
。
重
賢
は
す
ぐ

に
仲
英
に
手
紙
を
送
っ
て
喜
ん
だ
。

『
詩
稿
宝
暦五年
乙
亥

』
（
永
青
文
庫
蔵
）
に
「
与
服
仲
英
」
と
し
て
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
の
方
を
少
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し
引
い
て
お
こ
う
。
「
梱
足
下
以
十
月
十
四
日
、
初
過
倣
邸
、
傾
蓋
交
臀
、
新
知
之
楽
、
猶
旧
相
識
也
。
即
足
下
商
確
古
今
、
討
論
典
籍
、
有
懸

河
談
天
之
雄
、
聞
者
莫
不
撫
掌
賞
嘆
也
、
蓋
君
家
先
生
、
山
斗
天
下
、
天
人
仰
止
、
文
藻
蔚
然
不
音
春
亜
、
佳
集
之
編
、
盛
行
干
世
、
雖
高
足
之

徒
、
不
能
賛
一
辞
、
則
千
秋
不
朽
之
業
、
莫
大
焉
…
…
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
南
郭
へ
の
傾
倒
が
仲
英
に
も
投
影
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
仲

英
は
重
賢
の
文
学
と
な
る
。
仲
英
の
詩
文
集
『
踏
海
集
』
に
は
、
重
賢
や
秋
山
玉
山
や
片
岡
朱
陵
や
米
田
松
洞
や
宇
士
の
細
川
興
文
ら
、
肥
後
の

詩
人
た
ち
と
の
交
流
の
跡
が
随
処
に
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
宝
暦
七
年
に
は
蘭
亭
が
こ
の
世
を
去
り
、
「
雙
錬
」
と
し
て
い
た
筈
の
南
郭
も
宝
暦
九
年
に
没
し
、
い
つ
も
側
に
い
た
秋
山
玉
山
も

宝
暦
十
三
年
に
な
く
な
る
。
そ
の
四
年
後
の
明
和
四
年
に
は
仲
英
が
、
翌
五
年
に
は
身
近
な
詩
友
で
あ
っ
た
豊
後
日
出
藩
の
木
下
大
和
守
俊
泰
が

没
す
る
。
重
賢
の
残
存
詩
稿
を
み
る
と
、
安
永
期
か
ら
次
第
に
少
な
く
な
る
。
私
に
は
、
以
上
の
詩
友
た
ち
と
の
別
れ
が
こ
の
こ
と
と
深
く
関
係

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
し
て
安
永
期
以
降
、
重
賢
の
俳
諧
活
動
が
よ
り
一
層
盛
ん
に
な
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
細
川
重
賢
に
と
っ
て
、
漠
詩
と
俳
諧
は
相
補
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
主
旨
は
平
成
七
年
度
俳
文
学
会
で
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
（
財
団
法
人
）
永
青
文
庫
お
よ
び
鳥
取

県
立
侍
物
館
に
御
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
永
青
文
庫
史
料
専
門
員
川
口
恭
子
氏
、
鳥
取
県
立
博
物
館
の
坂
本
敬
司
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
井
上
隆
明
氏
に
は
「
古
事
記
布
倶
路
」
の
閲
覧
で
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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